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全体を通しての講評
　　　　　　　　　　　　選者 織田 亮太朗
　　　　　　　　　　　　　　　（とねりこジュニア句会主宰、銀化同人）

　今回のジュニア俳句大会について、投句数はやや少な
かったものの、中には若 し々い感性のきらりと光る句、大
人の作品にも負けないような句があったことにとても感心
しました。新潟らしい景色を詠んだ句、学生時代に戻った
ような気分にさせてくれる句、若者ならではの視点や発見
のある句等とても楽しく選句、講評させていただきありが
とうございました。
　若者達へのアドバイスとしては、「きれいだ」「うれしい」
等の自分の思ったことや気持ちを述べることを優先する、
単に「蟬は○○だ」と季語の説明をする、五・七・五で
三コマ漫画を作るのではなく、モノや風景が相手の頭に浮
かぶような作りにする、自分の気持ちを季語に託して表現
する、一枚の写真のように風景を切り取る方が俳句的だと
思います。ぜひそうした視点を持って、今後も若者にしか
できない表現の探究を続けてほしいと思います。
　また、俳句は必ず五・七・五で区切って書かなければ
ならないというわけではありません。基本的には区切らず
書くものとされています。正しい書き方をした方が上手な
句が作れるようになると思うので、ぜひ今日から実践して
みてください。
　感性の若さはお金で買うことはできません。今、俳句の
世界は大いに若者達の活躍に期待を寄せています。今回
初めて俳句大会に応募したという方もぜひこれを機会に、
今後も友達や学校の先生等と一緒に俳句を作り続けてほし
いと思います。
　また、みんなで俳句を持ち寄って選句、講評しあう「句
会」も、楽しく上達できる近道です。俳句をもっと楽しみ
たいという若者の当句会への参加もお待ちしております。

下島空谷筆《井月の面影》
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潟
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新
潟
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に
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る
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と
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